 (
※応募時の提出は不要ですが、選択要件で「従業員の人材育成及び評価」を
選択した場合、現地確認で確認しますので、以下を参考に整理をお願いします。
)参考様式④




経営体名・事業主名：
法人等雇用就農者名：　　

【経営体のビジョン】
	




【経営体のビジョンに基づく人材育成計画】
	人材育成の目標
	

	キャリアパス
	




【職務等級表】
	等級区分
	役職
	等級の定義

	
	
	

	
	
	

	
	
	




【賃金表（例）】
	等級区分
	賃金

	
	

	
	

	
	




 (
※応募時の提出は不要ですが、選択要件で「従業員の人材育成及び評価」を
選択した場合、現地確認で確認しますので、以下を参考に整理をお願いします。。
)参考様式⑤





 (
※応募時の提出は不要ですが、選択要件で「従業員の人材育成及び評価」を選択した場合、現地確認で確認しますので、以下を参考に整理をお願いします。
)参考様式⑥









image1.emf
令和　　　年度

所属・部署

ミッションレベル

(勤務年数)

氏名

内容

派遣先・

研修先

業務内容

時期

推薦

理由

※　最初の期首面談時は、「キャリア・ビジョン」のみ記載。

自己申告欄（自由記述）



上司からの指導事項等

【上司から部下への指導事項】【上司から会社への要望事項】





③異動希望／必要性



④自由記述



③昇格推薦・理由





現

職

の

適

性

・

満

足

度

①現職の適性



②現職の満足度



④研修・自己啓発

　 ・取得資格



成

長

評

価

①能力評価



②強み／改善ポイント



１

年

の

振

り

返

り

①主な役割



②経験できたこと



③向上した能力・

　 スキル





④能力向上プログラム

　 希望／計画







キ

ャ

リ

ア

・

ビ

ジ

ョ

ン

今

後

３

年

の

自

分

①経験したい職務



②向上させたい

　 能力・スキル



③実施したい研修・

　 自己啓発・資格取得



【キャリアカルテ】

対象期





自己認識

評価者コメント


image2.emf
所属・部署

ミッションレベル

優先

順位

評価項目達成状況

業績

技術向上

人材育成・能力開発

①基本的な考え方

■個人の年間の業務実績を評価する際、単に売上など業績のみを評価するのではなく、業務への取組み姿勢や能力的成長等も評価対象とする。

■期末などでの一時的な評価ではなく、期首の目標設定や見直しを行い、相互の認識を共有する。

■価値貢献の人材育成・能力開発などは被評価者のキャリアビジョンと連動して運用する。

②使い方

■成果貢献と価値貢献に大別し、各社の状況に応じてそれぞれの評価項目を詳細化する。

■それぞれの項目において、達成基準を設定し、達成度に応じてS、A、B、C、Dの５段階で評価する。

S：全て達成している（達成率100％)

A：概ね達成している（達成率80％）

B:ある程度達成している（達成率60％）

C:達成が不十分（達成率40％）

D:達成できていない（達成率20%）

成

果

貢

献

その他



価

値

貢

献

組織運営



その他



【貢献度評価票】

対象期令和　　年度

氏　名





達成基準


